
選定理由
上記路線は、南側にＪＲ津山駅、北側に高校、官公庁等が立地して

おり、通勤、通学の主要道路である。
朝夕の時間帯は特に交通量が多くなるが、歩道が狭く混雑している

ことから、重大な事故が発生する危険性が高い。
自転車が関連する交通事故の発生状況

○断続的に交通事故が発生 ○出合頭、左折時の事故が全体の７割超
自転車安全利用五則
１ 車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先
２ 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
３ 夜間はライト点灯
４ 飲酒運転は禁止
５ ヘルメットを着用

自転車指導啓発重点地区・路線（津山警察署）
県道大篠津山停車場線（椿高下交差点から船頭町交差点約0.8㎞）
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事故形態

重点路線船頭町交差点

椿高下交差点

地理院地図Vector（出典：国土地理院）を岡山県警察が加工して作成。


